
活動団体名 特定非営利活動法人NPO84プロジェクト

所在地 高知県南国市篠原字瀧ノ下23 -1

地域循環共生圏を
活用して目指す地
域の姿

• 自伐型林業と農業等との兼業により、年収500万円以上、4人家族以上となる家庭が増える。その大半が都会
からのUIターン者で構成される状況となる。

• また、県内各地に自伐型林業を育成する推進団体が10団体以上、市町村の政策として実施する自治体が10団
体以上生まれる

地域の現状・課題 • 高知県の森林資源が地域での雇用や仕事として十分に活用されていない。また、その森林資源の劣化が続い
ている

• 県行政として、自伐型林業を推進した全国初の県であるが、まだ関係団体等との連携が弱く、自伐型林業の普
及が十分に行われていない

• 自伐型林業者のグループ化や他産業関係者との有機的な連携が未発達であり、資金を含めた地域循環を生
み出すための環境整備が整っていない

地域が持つ資源 • 高知県の森林率は全国1位の84%であるとともに、森林（人工林）面積も広大であり、多くの自伐型林業者や移
住者の受け入れが可能である

• 豊かな海・山・川・農地等の資源の活用により、自伐型林業と農業や体験型観光業などとの兼業が可能である

取組内容 • 高知県小規模林業推進協議会を中心にして、「高知・自伐型林業ネットワーク」の構築
• 自伐型林業を核にした地域共生圏づくりのためのシステム構築の検討

地域循環共生圏を
実践することで想定
される効果

（環境）
森林環境の改善
①放置林の減少 ②土砂災害の減少 ③獣害の減少

（経済）
地域振興・再生に貢献
①林業就業者の増加 ②移住者の増加 ③地域推進団体の増加
④自伐型林業を政策化する自治体の増加 ⑤兼業による農業・観光従事者等の増加

（社会）
社会環境の改善
①防災対策への参画 ②集落支援への参画者の増加
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